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南海トラフ巨大地震予測のための地下水等総合観測点の孔井における物理検層資料	
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1 . 	
 はじめに	
 

	
 

	
 紀伊半島～四国の沖合にある南海トラフで発生する巨大地震は M（マグニチュード）8

～9 クラスであり，今後 3 0 年以内の発生確率は 6 0 - 7 0％と想定されている（地震調査研

究推進本部，20 1 3）．この地震が発生した場合は大きな災害をもたらすと考えられるので，

早期に観測網を整備して，南海トラフで発生する巨大地震の予測精度の向上を図る必要が

ある．過去に南海トラフで発生した巨大地震である東南海・南海地震前後の地下水変化や

地殻変動の報告と最新の地震予測モデルに基づいて，産業技術総合研究所は，多機能の地

下水等総合観測点の整備を開始し(小泉・他，2 0 0 9 )， 2 0 1 3 年までに 1 6 地点の整備を終

えた．	
 	
 

	
 １つの観測点において，孔１（深さ約 60 0ｍ），孔２（深さ約 2 0 0ｍ），孔３（深さ約 30

ｍ）の３つの孔井を掘削した．なお，上述の各孔井の深さはあくまでも原則としての数値

であり，場所によって深さが異なるケースがある．各孔井の掘削には，コアボーリング，

拡孔ボーリングなどが含まれ，各掘削段階において物理検層を実施した．	
 

	
 物理検層を実施した主な目的は，	
 

1 )観測点完成後の地下水・地震・地殻変動などの観測が適切に行なえるように，スト

レーナーを含むケーシングプログラムや孔内機器設置深度などを決定し孔井を仕

上げるために必要な情報を取得すること．	
 	
 	
 	
 	
 

2 )観測点完成後の観測や解析における基本的な要素となる孔井周辺の物性や構造に関

する情報を取得すること．	
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3 )掘削，孔内測定，孔内機器設置などの孔井内作業における危険を防止し安全に実施

するために孔井とその周囲に関する情報を取得すること．	
 	
 

である．	
 

	
 本原稿は，上記 1 6 観測点の孔井で実施した物理検層の種目や検層の結果例（総合柱状

図）などについて取りまとめたものである．２章では地下水等総合観測点及び孔井の位置，

３章では物理検層の実施体制，４章では物理検層の種目，５章では使用機器，６章では各

観測点の検層結果を説明する．なお，記載する観測点の順序は，原則，西から東とする．	
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 （ 2 0 1 3 年 1 2 月 1 8 日参照）	
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2 . 	
 地下水等総合観測点及び孔井の位置	
 

	
 

	
 産総研が整備した 1 6 の地下水等総合観測点の位置を図１の地図中の赤丸で示す．	
 

	
 また，各観測点で物理検層を実施した孔井の座標を表１に示す．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 

	
 	
 	
 図１	
 地下水等総合観測点の位置図（地図は「地下構造可視化システム」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 h t t p s : / / g b a n k . g s j . j p / s u b s u r f a c e /を使用して作成）	
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 表１	
 地下水等総合観測点の孔井の座標	
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 表１	
 地下水等総合観測点の孔井の座標（続き）	
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 表１	
 地下水等総合観測点の孔井の座標（続き）	
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3 .  物理検層の実施体制	
 
	
 

1 6 観測点における孔井掘削会社と物理検層実施会社は表２の通りである．	
 

	
 

	
 

	
 	
 表２	
 地下水等総合観測点における孔井掘削会社と物理検層実施会社	
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4 .  物理検層の種目	
 
	
 

1 6 観測点で実施した物理検層の全種目は下記の 12 種である．	
 

	
 

・電気（比抵抗）検層	
 

孔内水のある孔井内で地層に電流を流し，地層の比抵抗を測定する．本検層における

電流と電位の電極配置は 2 極法（ノルマル法）である．	
 

・温度検層	
 

サーミスタの抵抗変化を測定して，孔内の温度分布を把握する．本調査では原則とし

て，検層時の最初と最後の 2 回測定した．	
 

・密度検層	
 

地層に照射したガンマ線が地層中を透過する際に減衰（コンプトン散乱）する現象を

利用して，検出器に到達したガンマ線の強度により地層の密度を求める．	
 

・自然ガンマ線検層	
 

地層中に含まれる天然放射性物質から放出されるガンマ線の強度を測定することによ

り，岩石・地層の変化などを評価する．	
 

・キャリパー検層	
 

4 本のアームを開き孔壁に接触させて，直交２方向の孔径の変化を連続して測定する．	
 

・速度検層（Ｐ波，Ｓ波）	
 	
 	
 

孔内の発振源から発生した音波は孔内水と孔壁や地層を伝播し，複数の受振器で測定

される．受振波形を解析することにより，地層の P 波や S 波の伝播速度を求める．	
 

・ボアホールテレビュア	
 

孔壁を超音波で走査し，孔壁からの反射波の走時と振幅を用いて，孔壁全周定方位の

画像を得る．	
 

・ボアホールカメラ	
 

C C D カメラとミラーを使用して孔壁全周を撮影することにより，孔井の状態を視覚的

に把握する．	
 

・傾斜方位検層	
 

3 成分磁力計と加速度計により，孔井内の方位角と傾斜角を測定する．	
 

・電気伝導度検層	
 

原則，孔内水を清水等に置換し揚水により水頭を下げた状態で，孔内水の電気伝導度

を測定する．孔内水の流動を電気伝導度変化として捉え，湧水（あるいは逸水）の

評価などを行う．	
 

・鉛直流速検層	
 

電熱線で加熱された孔内水の鉛直方向の流速を測定することにより，孔内の湧水・逸

水の評価などを行う．測定はある深度で停止して行う．	
 

・セメントボンド検層	
 

ケーシングをセメンチングした後，速度検層と同様な音波の測定を行い，音波の振幅

や走時などを用いて，ケーシング〜セメント〜地層の密着度を評価する．	
 

	
 

	
 上記の検層種目については，孔井毎にそれぞれの掘削段階に応じ，必要なものを選択し

実施した．以下に 16 観測点の各孔井（孔１〜３）で実施した検層種目を掘削段階毎にま

とめる．なお，各観測点で最初及び最後に検層を実施した日付を参考のため付記する．	
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4 - 1 . 	
 土佐清水松尾観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 5 0 m ) 	
 孔 3 	
 ( 1 5 0 m ) 	
 

H Q コア

リング	
 
拡孔 	
 

定方位コ

アリング	
 
C P 内 	
 

H Q コア

リング	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

H Q コア
リング 	
 

	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

1 4 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

1 4 - 5 7 5 	
 

( m ) 	
 

5 7 8 - 6 0 0 	
 

( m ) 	
 
0 - 5 7 6 	
 

( m ) 	
 

8 0 - 2 5 0 	
 

( m ) 	
 
1 5 - 2 5 0 	
 

( m ) 	
 
4 5 - 1 5 0 	
 

( m ) 	
 
1 5 - 1 5 0 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ○＊2 	
 ○ 	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

密	
 度	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ○＊2 	
 ― 	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ―	
 ○＊3 	
 ― 	
 ―	
 ―	
 ○＊5 	
 ○ 	
 ○＊7 	
 

速度（P S）	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ― 	
 ○＊4 	
 ― 	
 ―	
 ―	
 ○＊6 	
 ― 	
 ○＊7 	
 

ボアホール

カメラ	
 
○＊1 	
 ― 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

電気伝導度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

鉛直流速	
 
○	
 

( 1 0 9 点 ) 	
 
― 	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

C P：ケーシングパイプ	
 

	
 

＊1：1 5 0〜 5 8 0 m 	
 

＊ 2：4 5 2〜 5 0 2 m 	
 

＊ 3：4 4 5〜 5 0 9 m 	
 

＊ 4：4 5 0〜 5 7 5 m 	
 

＊ 5：1 8 9〜 2 5 0 m 	
 

＊ 6：2 0 0〜 2 2 7 m 	
 

＊ 7：1 1 3〜 1 5 0 m 	
 

	
 

孔１掘削途中で実施したボアホールカメラ	
 

	
 	
 深度	
 1 4〜 1 1 2 m， 8 4〜 1 5 2 m， 1 5 0〜 2 0 5 m 	
 	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 7 年 1 2 月 1 0 日 	
 〜	
 2 0 0 8 年 7 月 1 5 日）	
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4 - 2 . 	
 西予宇和観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 1 m ) 	
 孔 3 	
 ( 3 0 m ) 	
 

H Q コアリン

グ	
 

1 2 - 1 / 4

" 	
 

拡孔 	
 

1 0 - 5 / 8 " 	
 

拡孔 	
 

P Q・ 	
 

C P 内 	
 

1 0 - 5 / 8 " 	
 

拡孔 	
 

6 " 	
 

C P 内 	
 

	
 

H Q コア
リング 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

1 0 - 	
 

1 3 7 	
 

( m ) 	
 

1 1 2 - 	
 

5 8 0 	
 

( m ) 	
 

9 - 1 1 2 	
 

( m ) 	
 

1 1 0 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

5 8 0 - 	
 

	
 6 0 0 	
 

	
 ( m ) 	
 

1 0 - 2 0 1 	
 

	
 ( m ) 	
 
0 - 1 9 7 	
 

( m ) 	
 
1 0 - 3 0 	
 

( m ) 	
 
1 0 - 3 0

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 

密	
 度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○＊1 	
 ― 	
 ○	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○＊1 	
 ― 	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○＊1 	
 ― 	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 

電気伝導度	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

＊ 1：5 0〜 1 5 0 m 	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 8 年 3 月 8 日	
 〜	
 2 0 0 8 年 1 2 月 7 日）	
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4 - 3 . 	
 松山南江戸観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 5 m ) 	
 孔 3 	
 ( 3 1 m ) 	
 

H Q コアリ

ング	
 

1 4 - 3 /

4 " 	
 

拡孔 	
 

1 0 - 5 / 8

" 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

1 0 - 5 / 8

" 	
 

拡孔 	
 

H Q コ
アリ

ング 	
 

1 0 - 5 / 8 " 	
 

拡孔 	
 

5 - 5 / 8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

H Q コ
アリン

グ 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

1 0 - 	
 

3 5 1 	
 

( m ) 	
 

3 5 0 - 	
 

6 0 0 	
 

( m ) 	
 

1 0 - 	
 

3 5 0 	
 

( m ) 	
 

3 5 0 - 	
 

6 0 0 	
 

( m ) 	
 

1 3 - 	
 

1 5 0 	
 

( m ) 	
 

1 5 0 - 	
 

2 0 5 	
 

( m ) 	
 

1 3 - 1 9 5 	
 

	
 ( m ) 	
 
1 9 5 - 2 0 5 	
 

( m ) 	
 
1 2 - 3 0 	
 

	
 	
 ( m ) 	
 
1 2 - 3 1 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○＊１	
 ○	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

密	
 度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○＊１	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 	
 ○ 	
 

電気伝導度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

＊１：1 4 0〜 1 9 5 m 	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 7 年 1 2 月 9 日	
 〜	
 2 0 0 8 年 6 月 1 2 日）	
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4 - 4 . 	
 須崎大谷観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0ｍ ) 	
 孔 2 	
 ( 2 1 0ｍ ) 	
 孔 3 	
 ( 4 0ｍ ) 	
 

H Q / P Q 	
 

コアリング	
 

1 4 - 3 /

4 " ノ
ン 	
 

コア 	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡

掘・C P

内 	
 

1 4 - 3 /

4 " 	
 

ノン 	
 
コア 	
 

H Q コ
アリン

グ 	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

H Q コ
アリン

グ 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

2 0 0 - 	
 

5 7 0 	
 

( ｍ ) 	
 

5 7 0 - 	
 

6 0 0 	
 

( ｍ ) 	
 

5 - 2 0 0 	
 

( ｍ ) 	
 

2 0 0 - 	
 

5 7 0 	
 

( ｍ ) 	
 

0 - 3 0 	
 

( ｍ ) 	
 

3 0 - 	
 

2 1 0 	
 

( ｍ ) 	
 

3 0 - 	
 

2 0 6 	
 

( ｍ ) 	
 

5 - 4 0 	
 

( ｍ ) 	
 
0 - 3 0 	
 

( ｍ ) 	
 

電 	
 気	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

電気伝導度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 9 年 4 月 1 4 日 	
 〜	
 2 0 0 9 年 1 1 月 1 1 日）	
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4 - 5 . 	
 新居浜黒島観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 5 7 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 1 2 m ) 	
 孔 3 	
 ( 5 0 m ) 	
 

1 4 -

3 / 4 "

掘削 	
 

H Q コ

アリン

グ	
 

1 0 - 5 / 8

" 	
 

拡孔 	
 

P Q・ 	
 

C P 内 	
 

1 4 - 3 / 4 "

掘削 	
 

	
 

H Q コ

アリ

ング	
 

1 0 - 5 / 8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

H Q コア
リング 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

4 - 2 0 0 	
 

( m ) 	
 

2 0 0 - 5 7 0 	
 

( m ) 	
 

2 0 0 - 	
 

4 6 5 	
 

( m ) 	
 

4 6 5 - 	
 

4 8 6 	
 

( m ) 	
 

3 - 4 0 	
 

( m ) 	
 

4 0 - 	
 

2 1 2 	
 

( m ) 	
 

4 0 - 2 0 0 	
 

( m ) 	
 
0 - 5 0 	
 

( m ) 	
 
0 - 5 0 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ― 	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

電気伝導度	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 1 2 年 5 月 2 3 日 	
 〜	
 2 0 1 2 年 1 2 月 1 1 日）	
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4 - 6 . 	
 高知五台山観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 7 m ) 	
 孔 3 	
 ( 3 9 m ) 	
 
別孔１	
 

( 1 4 0 m ) 	
 

H Q コ

アリング	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

ノンコ

アリン

グ	
 

定方位

コアリ

ング	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

ノンコ

アリン

グ	
 

C P 内 	
 

	
 
H Q コアリン

グ 	
 

1 5 0 - 6 0 0 	
 

( m ) 	
 

1 5 0 - 6 0 0 	
 

( m ) 	
 

1 3 5 - 1 8 0 	
 

( m ) 	
 
1 8 0 - 2 0 5 	
 

( m ) 	
 

1 8 0 - 	
 

2 0 7 ( m ) 	
 

0 - 3 9 	
 

( m ) 	
 
0 - 3 4 	
 

( m ) 	
 
0 - 1 4 0 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

自然γ線	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

速度（P）	
 ―	
 ○＊1 	
 ○ 	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 

速度（P S）	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○＊1 	
 ○ 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

電気伝導度	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

鉛直流速	
 
○	
 

( 6 0 点 ) 	
 
― 	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

	
 

	
 

＊ 1：4 5 0〜 5 5 0 m 	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 8 年 1 月 1 4 日 	
 〜	
 2 0 0 8 年 6 月 8 日）	
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4 - 7 . 	
 室戸岬観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 0 m ) 	
 孔 3 	
 ( 4 1 m ) 	
 

H Q コアリング	
 拡孔	
 

定方位

コアリ

ング・	
 

C P 内 	
 

ノンコア

リング	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

ノンコ
アリン

グ	
 

	
 

C P 内 	
 

	
 

6 5 - 2 5 2 	
 

( m ) 	
 

2 2 7 - 	
 

5 8 0 	
 

( m ) 	
 

6 5 - 	
 

2 2 6 	
 

( m ) 	
 

2 2 6 - 	
 

5 8 0 	
 

( m ) 	
 

5 7 9 - 6 0 0 	
 

	
 	
 ( m ) 	
 
6 5 - 1 7 8 	
 

( m ) 	
 
6 5 - 2 0 0 	
 

( m ) 	
 
4 - 4 1 	
 

( m ) 	
 
0 - 4 1

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

速度（P）	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○＊1 	
 ― 	
 ○＊2 	
 ― 	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○＊1 	
 ○ 	
 ○＊3 	
 ― 	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

電気伝導度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

＊ 1：3 6 0〜 4 6 0 m 	
 

＊ 2：9 9〜 1 7 7 m 	
 

＊ 3：1 2 4〜 1 5 1 m 	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 8 年 1 月 9 日	
 〜	
 2 0 0 8 年 7 月 2 2 日）	
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4 - 8 . 	
 阿南桑野観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 2 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 0 m ) 	
 孔 3 	
 ( 3 0 m ) 	
 

H Q コア

リング	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

ノンコア

リング	
 

定方位コ

アリング	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

H Q コアリ
ング 	
 

	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

0 - 6 0 1 	
 

( m ) 	
 

0 - 6 2 0 	
 

( m ) 	
 

0 - 1 6 0 	
 

	
 ( m ) 	
 
1 5 1 - 2 0 0 	
 

( m ) 	
 	
 
1 6 0 - 1 7 8 	
 

( m ) 	
 
0 - 3 0 	
 

( m ) 	
 
0 - 3 0 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

自然γ線	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ―	
 ○＊1 	
 ○ 	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○＊1 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

電気伝導度	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

＊ 1：4 8 5〜 6 2 0 m 	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 8 年 1 月 1 7 日 	
 〜	
 2 0 0 8 年 7 月 6 日）	
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4 - 9 . 	
 串本津荷観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0ｍ ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 2ｍ ) 	
 孔 3 	
 ( 4 2ｍ ) 	
 

H Q コアリング	
 

1 0 - 5 /

8 " 拡

孔 	
 

C P 内 	
 

1 0 - 5 /

8 "拡

孔 	
 

C P 内 	
 
H Q コア
リング 	
 

1 0 - 5 /

8 "拡

孔 	
 

	
 

C P

内 	
 

1 3 - 	
 

5 8 0 	
 

( ｍ ) 	
 

	
 5 8 0 - 	
 

6 0 0 	
 

( ｍ ) 	
 

1 3 - 	
 

5 8 0 	
 

( ｍ ) 	
 

0 - 5 8 0 	
 

( ｍ ) 	
 

1 3 - 	
 

2 0 2 	
 

( ｍ ) 	
 

0 - 1 9 8 	
 

( ｍ ) 	
 
2 0 - 4 2 	
 

( ｍ ) 	
 
2 0 - 4 2 	
 

	
 ( ｍ ) 	
 	
 
0 - 4 2 	
 

( ｍ ) 	
 

電 	
 気	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

密	
 度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

キャリパー	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 

速度（P）	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

速度（P S）	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

電気伝導度	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 7 年 1 2 月 3 日	
 〜	
 2 0 0 8 年 7 月 1 8 日）	
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4 - 1 0 . 	
 田辺本宮観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 3 7 6 m ) 	
 
孔 2 	
 

( 2 0 0 m ) 	
 

孔 3 	
 

( 4 0 m ) 	
 

H Q コアリング	
 
1 4” 	
 

拡孔 	
 

1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔 	
 

P Q・ 	
 

C P 内 	
 

1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔・C P 内 	
 

1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

1 7 - 2 0 4 	
 

( m ) 	
 

2 0 4 - 3 4 9 	
 

( m ) 	
 

2 0 - 2 0 4 	
 

( m ) 	
 

1 9 7 - 3 4 9 	
 

( m ) 	
 

3 4 9 - 3 7 6 	
 

( m ) 	
 

5 - 2 0 0 	
 

	
 	
 ( m ) 	
 
5 - 4 0 	
 

	
 ( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

密	
 度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

キャリパー	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P S）	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 6 年 1 0 月 1 日	
 〜	
 2 0 0 7 年 3 月 2 2 日）	
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4 - 1 1 . 	
 熊野磯崎観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 1 m ) 	
 孔 2 	
 ( 1 2 9 m ) 	
 
孔 3 	
 

( 3 0 m ) 	
 

H Q コアリング	
 
	
 	
 1 1” 	
 

拡孔 	
 

1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔 	
 

5 - 5 / 8” 	
 

拡孔・C P 内 	
 
1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔・C P 内 	
 
1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔・C P 内 	
 

1 6 - 3 7 4 	
 

( m ) 	
 

1 6 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

5 - 5 2 	
 

( m ) 	
 

5 0 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

5 8 0 - 6 0 1 	
 

( m ) 	
 

5 - 1 2 9 	
 

	
 	
 ( m ) 	
 
5 - 3 0 	
 

	
 ( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

密	
 度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P S）	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 

電気伝導度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 

	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 6 年 9 月 9 日	
 〜	
 2 0 0 7 年 4 月 2 3 日）	
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4 - 1 2 . 	
 松阪飯高観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0ｍ ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 8ｍ ) 	
 孔 3 	
 ( 3 2ｍ ) 	
 

H Q コアリング	
 
7 - 5 / 8 "

拡孔 	
 

1 0 - 5 / 8

"拡孔・

C P 内 	
 

1 0 - 5 / 8

"拡孔 	
 

5 - 7 / 8 "

拡孔・

C P 内 	
 

H Q コア
リング 	
 

1 0 - 5 / 8

"拡孔・

C P 内 	
 

0 - 4 9 3 	
 

( ｍ ) 	
 

4 5 5 - 	
 

5 1 4 	
 

( ｍ ) 	
 

4 4 9 - 	
 

5 4 4 	
 

( ｍ ) 	
 

8 - 6 0 0 	
 

( ｍ ) 	
 
5 - 1 8 1 	
 

( ｍ ) 	
 

1 7 9 - 	
 

2 0 8 	
 

( ｍ ) 	
 

1 0 - 3 0 	
 

( ｍ ) 	
 
1 0 - 3 2 	
 

( ｍ ) 	
 	
 

電 	
 気	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

自然γ線	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

電気伝導度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 7 年 1 1 月 2 0 日 	
 〜	
 2 0 0 8 年 3 月 7 日）	
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4 - 1 3 . 	
 紀北海山観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 1 m ) 	
 
孔 2 	
 

( 2 0 1 m ) 	
 
孔 3 	
 ( 4 0 m ) 	
 

H Q コアリング	
 

1 7 - 1 / 2

” 	
 

拡孔 	
 

1 0 - 5 / 8

” 	
 

拡孔 	
 

P Q・ 	
 

C P 内 	
 
1 0 - 5 / 8” 	
 

拡孔・C P 内 	
 

P Q 	
 
コアリ

ング 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8” 	
 

拡孔・

C P 内 	
 

	
 

8 - 8 8 	
 

( m ) 	
 

5 4 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

8 - 5 4 	
 

( m ) 	
 

5 4 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

5 8 0 - 	
 

6 0 1 	
 

( m ) 	
 

3 0 - 2 0 1 	
 

( m ) 	
 
1 5 - 3 7 	
 

	
 	
 ( m ) 	
 
1 5 - 4 0

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

電気伝導度	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 7 年 1 0 月 1 日	
 〜	
 2 0 0 8 年 6 月 1 日）	
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4 - 1 4 . 	
 津安濃観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 1ｍ ) 	
 孔 2 	
 ( 2 4 1ｍ ) 	
 孔 3 	
 ( 5 0ｍ ) 	
 

H Q / P Q 	
 

コアリング	
 

1 4 - 3 /

4 " ノ
ン 	
 

コア 	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡

掘・C P

内 	
 

1 4 - 3 /

4 " 	
 

ノン 	
 
コア 	
 

H Q コ
アリン

グ 	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

H Q コ
アリン

グ 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

2 0 0 - 	
 

5 7 0 	
 

( ｍ ) 	
 

5 7 0 - 	
 

6 0 1 	
 

( ｍ ) 	
 

5 - 2 0 0 	
 

( ｍ ) 	
 

2 0 0 - 	
 

5 7 0 	
 

( ｍ ) 	
 

0 - 4 0 	
 

( ｍ ) 	
 

4 0 - 	
 

2 1 0 	
 

( ｍ ) 	
 

4 0 - 	
 

2 4 1 	
 

( ｍ ) 	
 

7 - 5 0 	
 

( ｍ ) 	
 
1 1 - 4 7 	
 

( ｍ ) 	
 

電 	
 気	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 

自然γ線	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ○ 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

電気伝導度	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 

セメントボ

ンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 9 年 4 月 1 4 日 	
 〜	
 2 0 0 9 年 1 2 月 2 5 日）	
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4 - 1 5 . 	
 西尾善明観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 1 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 1 0 m ) 	
 孔 3 	
 ( 4 2 m ) 	
 

1 4 - 3

/ 4 " 掘

削 	
 

H Q コア

リング	
 

1 0 - 5 / 8

" 	
 

拡孔 	
 

P Q・ 	
 

C P 内 	
 

1 4 - 3 / 4 "

掘削 	
 

	
 

H Q コ

アリ

ング	
 

1 0 - 5 / 8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

H Q コア
リング 	
 

	
 

1 0 - 5 /

8 " 	
 

拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

1 2 - 	
 

2 0 0 	
 

( m ) 	
 

2 0 0 - 5 7 0 	
 

( m ) 	
 

2 0 0 - 	
 

	
 5 7 0 	
 

( m ) 	
 

5 7 0 - 	
 

	
 6 0 1 	
 

	
 ( m ) 	
 

1 8 - 3 0 	
 

( m ) 	
 

3 0 - 	
 

2 1 0 	
 

( m ) 	
 

3 0 - 1 9 9 	
 

( m ) 	
 
1 6 - 4 2 	
 

( m ) 	
 
1 6 - 4 2 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

自然γ線	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 

キャリパー	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

速度（P）	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

速度（P S）	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ― 	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

電気伝導度	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 1 2 年 8 月 7 日	
 〜	
 2 0 1 3 年 4 月 1 9 日）	
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4 - 1 6 . 	
 豊田神殿観測点	
 

	
 

検層種目	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

検層種目	
 

孔 1 	
 ( 6 0 0 m ) 	
 孔 2 	
 ( 2 0 1 m ) 	
 孔 3 	
 ( 5 0 m ) 	
 

H Q コア

リング	
 

1 0 - 5 / 8

"拡孔 	
 

P Q コア

リング	
 
C P 内 	
 

H Q コア

リング	
 

1 0 - 5 / 8 "

拡孔・	
 

C P 内 	
 

H Q コア
リング 	
 

	
 

1 0 - 5 / 8

"拡孔・	
 

C P 内 	
 

	
 

2 0 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

2 0 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

5 7 9 - 6 0 0 	
 

( m ) 	
 
0 - 5 8 0 	
 

( m ) 	
 

1 4 0 - 2 0 0 	
 

( m ) 	
 
3 8 - 2 0 1 	
 

( m ) 	
 
4 - 5 0 	
 

( m ) 	
 
2 - 5 0 	
 

( m ) 	
 

電 	
 気 	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

温	
 度	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

キャリパー	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

速度（P）	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ○＊2 	
 ― 	
 ○	
 

速度（P S）	
 ―	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

B H T V 	
 ― 	
 ○＊1 	
 ― 	
 ―	
 ―	
 ○* 3 	
 ― 	
 ―	
 

ボアホール

カメラ	
 
○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

傾斜方位	
 ○	
 ○	
 ○	
 ―	
 ○	
 ○	
 ○	
 ○	
 

電気伝導度	
 ○	
 ○	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 

鉛直流速	
 
○	
 

( 3 8 点 ) 	
 
― 	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 

セメント	
 

ボンド	
 
―	
 ―	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 ―	
 ○	
 

	
 

	
 

＊ 	
 1： 2 3 0〜 4 5 0 m 	
 

＊ 	
 2： 1 3 0〜 1 9 9 m 	
 

＊ 	
 3： 1 4 0〜 1 6 0 m 	
 

	
 

	
 

	
 

（検層実施時期	
 	
 2 0 0 7 年 1 2 月 2 1 日 	
 〜	
 2 0 0 8 年 5 月 1 5 日）	
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5 .  使用機器	
 
	
 

	
 1 6 観測点それぞれで使用した検層機器が異なり，以下にまとめる．	
 

	
 西予宇和，松山南江戸，須崎大谷，串本津荷，田辺本宮，熊野磯崎，紀北海山，松阪飯

高，津安濃，豊田神殿の各観測点における物理検層で使用した機器は表 3- 1 , - 2 の通りで

ある．	
 

	
 

	
 	
 表３- 1 	
 西予宇和観測点及び 9 観測点の物理検層で使用した機器	
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 表３- 1 	
 西予宇和観測点及び 9 観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
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 表３- 1 	
 西予宇和観測点及び 9 観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 表３-２	
 豊田神殿観測点のボアホールカメラ検層で使用した機器	
 

	
 
	
 

名称	
 型式	
 機能	
 数量	
 備考	
 
	
 
孔壁展開画像 	
 

作成装置	
 

	
 

B I P - L T 	
 
及び	
 

B I P - V / D

X 	
 

	
 

コントロールユニッ

ト	
 

2 0 0ｍケーブル	
 

1 5 0 0 	
 ｍ ケ ー ブ ル

検 層車	
 

	
 

1 	
 
展開画像作成・記録	
 
プローブ制御機能	
 

M O（6 4 0 M B）ドライブ	
 5 	
 芯

ケブラーケーブル	
 及びアー

マードケーブル	
 破断強度	
 

2 2 0 M P a 	
 
有効計測長	
 2 0 0ｍ / 1 5 0 0ｍ	
 

	
 

展開画像専用	
 	
 

プローブ	
 

	
 

B P R - 5 5 3 	
 
	
 

ボーリング孔壁画像	
 

撮影カメラ	
 

	
 

1 	
 
C C D 	
 カメラ（NT S C 	
 準拠)	
 
円錐ミラー	
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磁気方位センサ	
 

φ7 0 / 1 0 0ｍｍアクリル窓	
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 1 0Ｋｇ	
 
観察可能口径	
 1 5 2ｍｍ	
 

バックアップ用	
 

V T R 	
 デッキ	
 
C a n o n 	
 社

製	
 
D V 	
 ビデオデッキ	
 1	
 バックアップ画像録画	
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 新居浜黒島観測点と西尾善明観測点における物理検層で使用した機器は表４の通りであ

る．	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 表４	
 新居浜黒島観測点と西尾善明観測点の物理検層で使用した機器	
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 表４ 	
 新居浜黒島観測点と西尾善明観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
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 表４	
 新居浜黒島観測点と西尾善明観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
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 表４	
 新居浜黒島観測点と西尾善明観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
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 土佐清水松尾，高知五台山，室戸岬，阿南桑野の各観測点における物理検層使用した機

器は表５の通りである．	
 

	
 

	
 

	
 	
 表５	
 土佐清水松尾観測点及び 3 観測点の物理検層で使用した機器	
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 表５	
 土佐清水松尾観測点及び 3 観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
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 表５	
 土佐清水松尾観測点及び 3 観測点の物理検層で使用した機器（続き）	
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6 .  各観測点の検層結果	
 
	
 

	
 各観測点の検層結果を以下にまとめる．	
 

	
 

6 - 1 . 	
 土佐清水松尾観測点	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 図２	
 土佐清水松尾観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図３	
 土佐清水松尾観測点の孔２（コアリング後）の検層結果	
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図４	
 土佐清水松尾観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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 6 - 2 . 	
 西予宇和観測点	
 

	
 

	
 図５	
 西予宇和観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図６	
 西予宇和観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図７	
 西予宇和観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 3 . 	
 松山南江戸観測点	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 図８	
 松山南江戸観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図９	
 松山南江戸観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図 1 0 	
 松山南江戸観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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 6 - 4 . 	
 須崎大谷観測点	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 図 1 1 	
 須崎大谷観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図 1 2 	
 須崎大谷観測点の孔２（コアリング後）の検層結果	
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 図 1 3 	
 須崎大谷観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 5 . 	
 新居浜黒島観測点	
 

	
 

	
 
	
 

	
 図 1 4 	
 新居浜黒島観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図 1 5 	
 新居浜黒島観測点の孔２（コアリング後）の検層結果	
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 図 1 6 	
 新居浜黒島観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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 室戸岬観測点の孔２（ノンコアリング後）の検層結果	
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 図 2 3 	
 室戸岬観測点の孔３（ノンコアリング後）の検層結果	
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図 2 4 	
 阿南桑野観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図 2 5 	
 阿南桑野観測点の孔２（ノンコアリング後）の検層結果	
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 図 2 6 	
 阿南桑野観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 9 . 	
 串本津荷観測点	
 

	
 

	
 

	
 
	
 

	
 図 2 7 	
 串本津荷観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図 2 8 	
 串本津荷観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図 2 9 	
 串本津荷観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 1 0 . 	
 田辺本宮観測点	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図 3 0 	
 田辺本宮観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図 3 1 	
 田辺本宮観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図 3 2 	
 田辺本宮観測点の孔３（拡孔後）の検層結果	
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 図 3 3 	
 熊野磯崎観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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図 3 4 	
 熊野磯崎観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図 3 5 	
 熊野磯崎観測点の孔 3（拡孔後）の検層結果	
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6 - 1 2 . 	
 松阪飯高観測点	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 図 3 6 	
 松阪飯高観測点の孔１（拡孔後）の検層結果	
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 図 3 7 	
 松阪飯高観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図 3 8 	
 松阪飯高観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 1 3 . 	
 紀北海山観測点	
 

	
 	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 図 3 9 	
 紀北海山観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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 図 4 0 	
 紀北海山観測点の孔２（拡孔後）の検層結果	
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 図 4 1 	
 紀北海山観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 1 4 . 	
 津安濃観測点	
 

	
 

	
 

	
 図 4 2 	
 津安濃観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
 

	
 	
 図 1-19	
 	
 二次検層総合柱状図（安濃孔 1コア掘削時）	
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 図 4 3 	
 津安濃観測点の孔２（コアリング後）の検層結果	
 

	
 

図 1-49	
 	
 二次検層総合柱状図（安濃孔 2コア掘削時：深度 40～210m）	
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 図 4 4 	
 津安濃観測点の孔３（コアリング及び拡孔後）の検層結果	
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図 1-67	
 	
 	
 検層総合柱状図	
 （安濃孔 3	
 HQ コアリング時）	
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6 - 1 5 . 	
 西尾善明観測点	
 

	
 

	
 

図 4 5 	
 西尾善明観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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図 4 6 	
 西尾善明観測点の孔２（コアリング後）の検層結果	
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図 4 7 	
 西尾善明観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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6 - 1 6 . 	
 豊田神殿観測点	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図 4 8 	
 豊田神殿観測点の孔１（コアリング後）の検層結果	
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図 4 9 	
 豊田神殿観測点の孔２（コアリング後）の検層結果	
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図 5 0 	
 豊田神殿観測点の孔３（コアリング後）の検層結果	
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